
  

   

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ西日本連合青年・女性連絡会は 12月 15日（土）にＴＫＰガーデンシティ大阪リバーサイドホテルに

おいて総勢６３名の参加者のもと「第19回定期総会」を開催しました。開会に先立ち、参加者全員で福知山

線列車事故をはじめとする全ての鉄道事故、労働災害、頻発する自然災害でお亡くなりになられたすべての

方々へ哀悼の意を表し黙祷を捧げました。 

総会議長には宿利総会委員（西日本メンテック労組）を選出し議事進行を委ねました。 

冒頭、新倉代表幹事から青年・女性連絡会を代表し、今年頻発した自然災害に対して、ＪＲ西日本グループ

一丸となって早期復旧を果たしていることは、これまで培ってきた団結力の証と語った。また、ＪＲ西日本連

合は生産性に賛同しており、生産性三原則に基づき、同一労働・同一賃金や長時間労働の抑制をはじめとする

諸課題に労使協議をもって対応していかなければならないと述べた。その後、来賓でお越しいただいた、ＪＲ

東海連合青年・女性連絡会鈴木幹事長、ＪＲ西日本連合荻山議長より激励と連帯の挨拶をいただきました。      

幹事会から活動経過報告、活動方針（案）の提起のあと、質疑応答を行いました。３名の総会委員から、教

育活動、交流レクリエーションの枠数、単組の青女活動について質疑がありました。採決についても満場一致

で承認されました。役員選出では、三期目となる新倉代表幹事をはじめとした役員体制が確認され、再任した

新倉代表幹事の団結ガンバローで第 19回定期総会が締め括られました。 

 総会後の交流会では、単組紹介（ＮＥＳＣＯ、マルニックス、フードサービスネット、西日本メンテック、

テクノス、テクシア）として、同じＪＲ西日本グループで働く仲間の会社概要や、活動内容をご紹介いただき

ました。 

 新年度は、これまで以上にＪＲ西日本グループの繋がりを強化できるよう、情報を前広に発信していきます

ので、積極的な参加をお願い致します。 


